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細
野
小
学
校
で
は
、
地
域
の

高
齢
者
が
児
童
と
一
緒
に
登
校
す

る
「
ふ
れ
あ
い
登
校
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

試
み
で
、
月
に
１
回
ペ
ー
ス
で
実

施
。登
校
時
の
安
全
確
保
の
ほ
か
、

参
加
者
に
は
歩
く
こ
と
に
よ
る
健

康
維
持
や
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
し
て
、
生
き
が
い
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
取
組
で

す
。
さ
ら
に
「
登
下
校
に
関
す
る

対
応
」
の
一
部
を
地
域
の
高
齢
者

が
担
う
こ
と
で
、
教
職
員
の
負
担

軽
減
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
大
津
市
や
川
崎
市
の
事

例
な
ど
、
登
下
校
中
の
事
件
事
故

が
頻
発
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
登

下
校
中
の
安
全
確
保
の
在
り
方
が

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

が
推
進
す
る
「
健
幸
の
ま
ち
づ
く

り
（
※
）」
の
観
点
か
ら
も
細
野

小
の
「
ふ
れ
あ
い
登
校
」
は
モ
デ

ル
的
取
組
と
言
え
ま
す
。

　

下
表
の「
学
校
徴
収
金
の
徴
収
・

管
理
」
の
学
校
徴
収
金
と
は
、
給

食
費
、
校
外
活
動
（
修
学
旅
行
）

費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
保
護
者
が

学
校
に
納
め
る
お
金
の
こ
と
。
子

ど
も
が
学
級
担
任
に
現
金
で
納
め

た
り
、
地
区
で
集
金
し
て
事
務
室

に
納
め
る
な
ど
、
学
校
に
よ
り
納

め
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

市
内
の
一
部
の
学
校
で
は
、
口

座
振
替
で
集
金
し
、
専
用
ソ
フ
ト

を
使
い
、
事
務
室
で
一
括
管
理
を

し
て
い
ま
す
。
現
金
を
教
室
で
扱

う
こ
と
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
学

級
担
任
の
負
担
が
減
り
、
事
務
室

で
も
台
帳
や
集
金
袋
な
ど
の
準
備

や
、
金
融
機
関
へ
の
現
金
運
搬
の

作
業
な
ど
が
削
減
で
き
ま
す
。
保

護
者
も
、
手
数
料
は
か
か
る
も
の

の
、
現
金
を
持
た
せ
る
リ
ス
ク
が

な
く
な
り
、
年
間
の
支
払
予
定
が

分
か
る
の
で
、
計
画
的
な
支
出
が

で
き
ま
す
。
現
在
は
、
小
学
校
４

校
、
中
学
校
３
校
で
運
用
さ
れ
て

お
り
、
年
々
、
こ
の
方
法
へ
の
移

行
が
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

地
域
と
連
携
し
た
登
校
で

健
康
・
生
き
が
い
・
安
全

保
護
者
や
地
域
の
連
携
・
理
解
で
進
む

一
挙
両
得
の
働
き
方
改
革

シリーズ

学校 働 改革の 方き
先生が子どもとじっくり向き合うために Vol.9

日本全体で加速する「働き方改革」。義務教育の場、小中学校
でも〝待ったなし〟の変化が求められています。今、教育現場
はどうなっているのか。長時間労働を是正しながら、教育の質
を高めるには何が必要なのか。シリーズを通し考えていきます。

　

市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
も
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る
取
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、国
が
示
す
「
学
校
・
教
師
が
担
う
代
表
的
な
業
務
の
在
り
方
」（
下

表
）
に
あ
る
２
つ
の
業
務
に
つ
い
て
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
保
護
者
や
地
域
に
も
メ
リ
ッ
ト

を
生
み
出
す
モ
デ
ル
的
な
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

初めての「ふれあい登校」で、地域の高
齢者や祖父母と一緒に登校する児童ら

【表】新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制構築のための学校における働き方改革に関する方策について（答申）
（平成 31 年 1 月 25 日中央教育審議会）資料より抜粋

市
内
小
中
学
校
で
広
が
る

学
校
納
入
金
の
口
座
振
替

基本的には学校以外が担うべき業務
学校の業務だが、

必ずしも教師が担う必要のない業務
教師の業務だが、

負担軽減が可能な業務

①登下校に関する対応
②放課後から夜間などにおける見回り、
　児童生徒が補導されたときの対応
③学校徴収金の徴収・管理
④地域ボランティアとの連絡調整

⑤調査・統計等への回答等
⑥児童生徒の休み時間における対応
⑦校内清掃
⑧部活動

⑨給食時の対応　　　　⑩授業準備
⑪学習評価や成績処理
⑫学校行事の準備・運営
⑬進路指導
⑭支援が必要な児童生徒・家庭への支援

今回
の話

※健幸のまちづくり…市民の誰もが健康で生きがいを持ち幸せに生活できるまちを目指して、市民、地域、学校、団体、企業などが協
　働により進める取組みです

ペルセウス座流星群

　ピーク予報は 13 日 17 時。明るい。夜にな
ると月明かりがある条件。そこでお勧めが未明
の３時～４時。月が沈む３時過ぎから明るくな
り始める４時過ぎまで、時間当たり 50 以上の
流れが期待されています。12 日夜は未明まで
開館【お知らせ】上記以外の観望会は、１～７
日の 14 時～、20 時～、21 時～（夜は要予約）。
31 日は星空の夕べ。毎週土・日 20 時～、21 ～。
休館日は毎週火曜。

８月 13 日午前３時の東～北天

SPORTS
星空天空の羅針盤

　南北朝時代と呼ばれる時代は皇統が実質的
な分裂を招いていて、北朝と南朝の二人の天
皇が並立し戦乱に明け暮れた時代でした。こ
の時期は元号も二つ存在するという特異な状
況でした。須木下田の永田区観音堂内に鎮座
する十一面観音菩薩像は、平成 3 年の解体
復元の際に、台座底部の中から板蓋が発見
され、そこには「元中六年」（1389 年）と
書かれていました。「元中」は、南北朝時代
に南朝側で用いられた年号であり、同じ時期
北朝では「康応」と
いう年号になります。
現在は復元修復され
たきれいな十一面観
音菩薩像は、日本で
も二度とないような
複雑な時代に造られ
た歴史ある仏様なの
です。

一つの時代に二つの元号「元中」
ふるさとに残る元号④

文化の足跡
SPORTS
歴史

SPORTS
図書

～児童書～

『あつい　あつい』
さく：垂石　眞子
発行：福音館書店

～児童書～

『なっちゃんのなつ』
文：伊藤　比呂美

絵：片山　健
発行：福音館書店

今月のおすすめ図書

私
の
お
す
す
め
！

『三国志１桃園の誓い』

文：小前　亮

発行：理論社

読んだ感想

　３人の主人公が他の武

将と戦い、国を統一して

いく物語です。

紙屋小６年
田
た じ ま

島　昊
こう

さん

【本館】　１日と毎週月曜は休館
　◆開館時間：9 時～ 19 時
　※日曜と祝日は 17 時まで

【須木分館・野尻分館】　１日と毎週月曜と祝日は休館
　◆開館時間
　　須木：９時～ 17 時
　　野尻：10 時～ 18 時 30 分 ※日曜は 17 時まで

８月の休館と開館時間

～一般書籍～

『台風家族』
著者：市井　点線

発行：キノブックス

～一般書籍～

『はじめてでもきちんと作れる
　ゆかた、甚平、作務衣』

発行：日本ヴォーグ社

紙屋小６年
田
た じ ま

島　昊
こう

さん
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